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緒言

　青年期までの性格の発達と自己の身体に対する意識には密接な関わりがあると言われている 1）2）．

この関連のアンバランスな状態として女性の過度な痩身願望が要因として考えられ，自分の体型を

過大に評価する大学生が少なからず存在することが指摘されている 3）．

　既に，この傾向は社会問題化しており，その減量行動は低年齢化 4）している．身体意識におけ

る偏りは，発育途上の過程において心因的な負荷をもたらし，無理なダイエット行動や摂食障害な

どへとつながり，正常な成長の妨げとなる可能性は否定できない 5）．

　若年者の痩身願望には自らのボディ・イメージが影響を及ぼしていると考えられる．自らの体格

を評価して，実際の体格と理想の体格とのズレが大きい場合には，過度な痩身願望に結びつきやす

いと思われる．この体格認識がどの程度ずれているのかを評価することは，健康教育的観点からも

有効であろう．

　また，ボディ・イメージと自尊感情との関わりは数多く報告されている．自尊感情とは，自尊，

自己受容などを含め，人が自分自身についてどのように感じているのか，その感じ方のことであり，

自己の価値と能力に関する感覚及び感情であるとされている 6）．悪しきボディ・イメージと自尊感

情の低下は同時発生的であり，予防と治療的介入のためには，これらの理解が重要と考えられてい

る 7）．

　自尊感情の測定において最も用いられている尺度として，Rosenberg8） の自尊感情尺度

（Rosenberg Self Esteem Scale: RSES）がある．自尊感情には，自分は「とてもよい」と感じる

ものと，自分は「これでよい」と感じる側面があるという．この尺度による自尊感情は，「これで

よい」と感じるものを扱う．他者に優越感をもつのではなく，自分を価値のある人間であると捉え

ることの程度を扱っている．
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　近年，縦断的研究によって，その影響の方向が分析されているが，過体重や身体の不満感は自尊

感情の変化を予測する 9）と主張する研究と，自尊感情はボディ・イメージのストレスを予測する 10）

という研究など，その方向性は一貫しておらず，影響の方向性は明確ではない．いずれにしても，

痩身願望の低年齢化には食生活などの家庭の影響，加えて，親の体格意識などが影響を及ぼすこと

を考えると，将来，家庭を築き親になるであろう大学生の身体意識を確認することは重要であると

思われる．

　そこで，本研究では身体の評価という観点から，Thompson & Gray11）によって作成された痩身

体型から肥満体型に至るコンテ図を用い，体型認識のズレの程度と自尊感情の関わりを確認し，健

康教育における介入の手がかりを得ることを目的とする．

方法

１）調査対象と実施期日

　調査は，東海地区及び九州地区の大学および短期大学における女子学生 273 名を調査対象とした．

データに記入漏れなど欠損がある場合，当該項目を算出できないため，項目によって対象者数が異

なるものがある．

　調査の実施は 2013 年 4 月に，授業時間の一部を利用して行われた．調査にあたり，研究の目的

を説明し，得られたデータは研究目的以外には用いないことを伝えた上で同意をとり，アンケート

は授業を担当した教員によって実施された．

２）調査項目

⑴　現在の体格について

　身長は 1cm 単位，体重は 1kg 単位で自己申告をさせた．

⑵　理想の体格について

　身長は自らの現状のままとして，その場合の理想体重を確認した．体重は 1kg 単位で自己申

告をさせた．

⑶　シルエットを用いた評価

　Thompson & Gray のコンテ図（図 1）は，9 段階の構成であり 1 の痩身から 9 の肥満に至る

までの体型を図によって表現している．こ

の Thompson & Gray によって作成され

た痩身体型から肥満体型に至る図を用い，

自らの体格に当てはまるもの，理想の体格

に当てはまるもの，自らの好む異性の図を

それぞれ 1 つ選択させた．また，それぞれ

のシルエットについて，自らの身長である図１．Thompson&Gray のコンテ図



－ 135 －

女子学生におけるボディ・イメージと自尊感情の関わり

場合どの程度の体重に当たるのかも回答を求めた．これらは，身長と体重から求められる Body 

Mass Index （BMI: kg/m2）を用いて表した．

⑷　体格の自己評価

　自らの体格を「痩せすぎ」「やや痩せすぎ」「普通」「やや太め」「太りすぎ」の 5 段階で評価を

させた．

⑸　自尊感情の評価

自尊感情の評価は Rosenberg による自尊感情尺度（RSES）の Miura & Griffiths による日本

語訳（RSES-J）12）を用いた．この尺度は 10 項目から構成されており，回答者は「1= 強くそう思

わない」「2= そう思わない」「3= そう思う」「4= 強くそう思う」の 4 段階で評価を行うものである．

質問項目は「私は，自分自身にだいたい満足している」等の項目があり，「時々，自分はまった

くダメだと思うことがある」など，5 つの逆転項目が含まれている．すべての項目の点数を加算し，

得点が高いほど自尊心が高いことを示す．

３）統計処理

　分析には，一元配置および二元配置の分散分析を用いた．必要に応じて Bonferroni の post-hoc 

test を行った．また，変数間の関連を確認するためにピアソンの相関分析を用いた．クロス表の度

数の偏りの分析にはχ二乗検定を用いた．有意である場合は残差分析を行った．すべて統計処理は

SPSS16.0J を使用した．

結果

１）調査対象者の肥満分類と体格

　調査対象者を日本肥満学会の基準に

合わせて分類し，実際の体格の平均を

求めた（表 1）．肥満（2 度）および高

度肥満（4 度）に該当する対象者はいな

かった．

２）体格における自己評価別の自尊感情

得点

　自尊感情得点について体格の自己評

価の群別に比較した（図 2）．やや痩せ

すぎの群は，「痩せすぎ」と「やや痩せ」

と回答した対象者が合わせられて処理

を施した．この，やや痩せすぎの群は，

　表１．調査対象者の肥満分類と体格

　　図２．体格の自己評価と自尊感情
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　理想と現実の BMI の差をもとに，4

分位に群分けして自尊感情得点を比較

した（図 3）．理想と現実の体重差の

25%ile まで群は 57 名であり理想と現実

の BMI における差，および標準偏差

は -4.40（2.94）kg/m2 であった．次に

50%ile ま で の 群 は 60 名 で あ り -1.90

（0.29）kg/m2 であった．75%ile までの

群 は 59 名 で あ り -1.04（0.20）kg/m2

であった．最後の 100%ile までの群は 60 名であり 0.44（1.18）kg/m2 であった．負の値は減量を

望んでいることを意味し，75%ile-100%ile の群のみが平均値において BMI の増加を望んでいるこ

とを示している． BMI の数値は合計 238 名のデータから得られているが，理想と現実の差におけ

る全体の平均は -1.72（2.36）kg/m2 であった．全体の自尊感情得点は 23.12（3.99）の値であった．

分散分析の結果，体格の評価の水準において有意差が見られた（F（3,229）=3.666, p<.05）．

Bonferroni による多重比較によれば，25%ile 群と 100%ile 群の間に有意差が見られた．

４）BMI の 4 分位による理想と現実の比較

　BMI の値をもとに 4 分位で群分け

して，各群における実際の BMI と理

想の BMI の平均値を比較した（図 4）．

二元配置分散分析の結果，交互作用に

おいて有意差が見られた（F（3,234）

=49.091, p<.001）．実際の BMI と理想

の BMI には交互作用があり，変化パ

ターンが異なっていた．

19 名．「ふつう」と回答した群においては，114 名．続いて，「やや太め」と回答した群は，101 名．

「太りすぎ」と回答した群は 20 名であった．全体としては，合計 254 名，自尊感情得点の平均と標

準偏差は 23.13（3.96）であった．分散分析の結果，体格の評価の水準において有意差が見られた（F

（3,250）=5.335, p<.001）．Bonferroni による多重比較によれば，ふつうの群とやや太めの群，ふ

つうの群と太りすぎの群間に有意差が見られた．

３）理想と現実の差と自尊感情得点 

　　　図３．理想と現実の差と自尊感情

図４．実際の BMI と理想の BMI

m
2
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の結果，コンテ図の要因においての

み 有 意 差 が 見 ら れ た（F（8,1728）

=1632.472, p<.001）．理想と現実の差

の要因，及び交互作用には有意性は

見いだせなかった．

７）変数間の相関

　本研究において測定している「自尊感情得点」，「BMI」，「理想と現実の BMI 差」の相関係数を

求めた．「BMI」と「理想と現実の BMI 差」の間に有意な相関が見られた（r=-0.857, p<.01）．こ

のことは，BMI の値が高いほど減量を求める傾向があることを示している．

　「自尊感情得点」と「理想と現実の BMI 差」に弱い相関（r=0.166, p<.05）が見られた．このこ

５）BMI の 4 分位による自尊感情得点

　BMI をもとに，4 分位で群分け

して自尊感情を比較した（図 5）．

25%ile 群は 59 名．50%ile 群は 58 名．

図５．実際の BMI 四分位と自尊感情

75%ile 群は 62 名．100%ile 群は 58 名．

分散分析の結果には，有意な差が見

られなかった．

６）理想と現実の BMI の差の 4 分位によるコンテ図評価の違い

　理想と現実の BMI の差をもとに，

4 分位で群分けしてコンテ図の評価を

比較した（図 6）．二元配置分散分析

図６．理想と現実の差の 4 分位のコンテ図評価

m
2

とは，自尊感情得点が低いほど減量を求めることがあることを示唆している．

　「自尊感情得点」と「BMI」に相関は見られなかった（r=-0.005, ns）．

８）実際の体格の痩せと自己評価の組み合わせと自尊感情得点

　BMI18.5 未満の者と 18.5 以上の者

を 2 群に分類し，自らの体格を自己評

価した 5 分類「痩せ」「普通」「やや太

め」の 3 分類を組み合わせたクロス表

を作成した（図 7）．χ二乗検定の結果，

セルに有意な偏りがあった（χ2（2）

=76.98, p<.001）．BMI の痩せ判定に

あたる者は，自己評価も痩せと判断し 図７．実際の体格と自己評価の度数
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ており，普通以上に判定さ

れる者は自己評価がやや太

めであると判断しているこ

とが示された．

　このクロス表における 6

象限それぞれの自尊感情得

点を比較した（図 8）．2 要

因分散分析の結果，自己評

価の要因に有意性が確認さ

れた（F（2,226）= 6.470, p<.005）．しかしながら，BMI による痩せ判定の要因，交互作用には有

意性は見いだせなかった．

考察

　本研究の結果において，いわゆる肥満に分類される範疇の者は少ない傾向があり，BMI18.5 未

満である「やせ」分類の女子学生は全体の 22.3% であった（表 1）．また，実際の体格と理想との

差によって，シルエットの評価は影響を受けなかった（図 6）．そして，理想の体格の値は自らの

体格の大小にあまり影響を受けておらず，理想の体格は比較的一定の BMI 値に収まる傾向が示さ

れた．このことは，BMI の 4 分位による理想と現実の比較の結果から示されており（図 4），先の

報告に一致している 13）．本研究における理想体重の傾向は，実測値 BMI よりも願望値 BMI の方

が小さな値を示したとの矢倉，広江，笠置 14）による報告や，女子学生における BMI の理想値は，

やせている群，太っている群に関わらず，いずれの群も減少を望む傾向があったとの報告 15）など

に一致する．これらの研究から，現状の体格に関わらず，理想の体格は多くの女性で共通の傾向を

示す可能性がある．

　多くの研究が，女性における体格の意識について報告している．自らが太っていると考えている

学生が 7 割いるとした Takasaki ら 16）の報告や，身体の中の満足度の構成が男女で異なっている

ことを確認した報告 17）18）がある．

　本研究における自己評価は，47.6% の対象者が太っていると考えていることを示している．一方，

実際の体格において，本研究の対象者の 5 分の 1 以上が「痩せ」の分類に該当している．

　ところで，理想と現実の差を BMI に換算した全体の平均値は，-1.72kg/m2 であった．つまり，

BMI における 1.72kg/m2 の減少に値する体重減を望んでいる．本研究における BMI の平均値は

20.46kg/m2 である．仮に 160cm の身長の女性が BMI における 20.46kg/m2 から 1.72kg/m2 の減

量を望んだ場合，52.37kg から 47.97kg まで体重を落とすことを望むことになる．

　気になることは，実際の身体の現状と自分の思い描いている理想の身体の乖離である．本研究に

おいて，実際の体格における BMI の分類と自己評価との組み合わせによって，自尊感情得点を比

図８．実際の体格と自己評価による自尊感情



－ 139 －

女子学生におけるボディ・イメージと自尊感情の関わり

較してみた（図 8）．本研究においては，BMI の分類による要因や交互作用に有意な結果は得られ

なかった．しかしながら，自己評価が「やや太め」と回答しながら，実際には BMI が 18.5 未満の

痩せ分類に該当している対象者の自尊感情得点が，著しく低いことは注目に値する．しかし，この

対象者は 4 名とサンプルが少ないため，一般化するには充分な結果ではない．充分ではないが，心

と身体の行き違いによる重篤な状況を引き起こす前に，健康教育的介入が必要な対象者をピック

アップするための材料を提示しているのではないかと思われる．この部分については，更にサンプ

ルを増やし細部の分析に努める必要がある．

　本研究の対象者は，数年後には家庭を築く者が多いであろう．家庭教育の中で，親の身体感が子

どもたちの身体感に影響を及ぼすことは充分に考えられる．そのためにも，今後，正しい体型認識

をもたせる健康教育が必要であると思われる．

付記

　本研究は，2013 年度静岡英和学院大学及び静岡英和学院大学短期大学部における共同研究助成

活動の一部を報告するものである．
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